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編集・発行　新発田市社会福祉協議会　新発田市本町4-16-83　TEL 23-1000（代表）

「社協」は、社会福祉協議会の略称です

地区福祉活動計画の策定と推進に向けて
　核家族化や少子高齢化によって、向こう三軒両隣のような日本の古きよき支え合いの姿が消えつつあります。
　そのため、平成 24年度から各地区で「福祉懇談会」を開催し、より多くの住民に地域への関心を持ってもらい、
顔の見える地域づくりを基盤に「気づき」を伝える仕組みの構築を目指しています。
　今年度は、二葉地区、米倉地区、豊浦地区、五十公野地区、佐々木地区の５地区で延べ 884名（佐々木地区の
第３回は１月 19日に開催予定）の地域住民や関係機関などからご参加いただき、住民の視点から地域の魅力や課
題、これからの地域像、これから取り組む活動などを参加者全員で話し合いました。
　今後、福祉懇談会で話し合われた内容をもとに策定した「地区福祉活動計画」の推進に向けて、新たに５地区を
含めた 12地区で地域福祉活動に取り組みます。

地域で
  つくる 福祉の

 まちづくり

二葉地区福祉懇談会 米倉地区福祉懇談会

豊浦地区福祉懇談会

五十公野地区福祉懇談会 佐々木地区福祉懇談会

＊問い合わせ先（土･日･祝日を除く）＊

新発田市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

〒957-0054　新発田市本町4-16-83
TEL 23－1000  FAX 26－3300（ボランティアセンター内）
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センター
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新発田駅

　年少者も高齢者も、障がいのある人もない人も、国籍や言葉の異なる人も、すべての人々が
この社会で誇りをもって、人と人との支え合いの中で心豊かに生活を送ることができるように
なることが福祉教育の目指すものです。
　しかし、「どうしたらいいのか…」「注意すべきところはどこなのか…」など、具体的にコ
ミュニケーションを図り、支え合う方法などがわからず、行動に移せていない場合も少なくな
いのではないでしょうか。
　この冊子は、障がいのある人と出会ったときに自然と“はじめの一歩”を踏み出すために必
要な、知識や情報を紹介しています。

 　　　　　 福祉にタッチ ～みんなで“つたえる・つながる・ひろがる”～

社協ＨＰより
ダウンロード

できます

ご希望の
方には、

無料で配布
しています♪

福祉教育ガイドブック

こんな時は声をかけてお手伝いしましょう♪ 手話で挨拶してみましょう♪

　発達障がいは内面的な障がいが多くわかりにくいため、周囲の理解が得られず誤解を受ける場合が多くありま
す。その結果、本人の状況や周囲の関係性が悪化することも少なくありません。
　発達障がいについて正しく理解し、家族や地域で配慮すべきことなど心に寄り添う大切さについて学び、誰も
が安心して暮らせる地域づくりを目指して、一緒に考えてみませんか？

日時 	 平成28年２月14日（日）　13：30～16：00
会場   新発田市地域交流センター あおり館 屋内広場
定員   50名
対象   発達障がいについて関心や関わりのある方
申込締切   平成28年２月５日（金）

発達障がい児・者理解促進講演会

家族や地域がともに学べる場「こころ塾」

時 間 内 容

13:30 開会＆オリエンテーション

13:35 講演会
「発達が気になる子どもの
  　　　　　　　　こころ育て、ことば育て」
　　新潟大学教育学部 准教授　有川 宏幸 氏

15:00 活動紹介
聞き手　新潟大学教育学部 准教授　有川 宏幸 氏
発　表　新潟県発達障害者支援センター「ＲＩＳＥ」
　　　　下越圏域障がい者地域生活支援センター  
　　　　「緑風園相談室」
            新潟いなほの会（キューブ）
　　　　スプラウトの会
　　　　ぷれジョブしばた

16:00 閉会

講師プロフィール

　新潟大学教育学部准教授。「応用行動分析学
に基づく、就学前児童の気になる行動へのア
プローチ」「青年期の社会参加」「応用行動分
析学に基づく強度行動障害へのアプローチ」
「共生社会と障害者差別」などに関する研究に
取り組んでいる。

　�　ジアース教育新社より「発達が気になる
乳・幼児のこころ育て・ことば育てー子ども
を育む話100選ー」を出版。

有川 宏幸 氏

～発達障がいの理解と地域でともに活きる場を目指して～

主催　新発田市社会福祉協議会　　　共催　新発田市　新発田市教育委員会

視覚障がいの方の場合 ありがとう

肘の上に軽くつかまってもらいます

車いすの方の場合

カルチャー
センター
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皆
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ま
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募
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金
と
社
協
会
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発
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さ
れ
て
い
ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
諸
事
業
に
対
し

ま
し
て
は
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
協
議
会
で
は
、「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
を
し
あ
わ
せ
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
住

み
な
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
地
区
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
で

は
、
各
地
区
と
も
地
域
福
祉
の
担
い
手
で
あ
る
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た

新
た
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
大
き
く
進
展
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
年

度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
と
し
た
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
や
、
自
立
支
援
を
必
要
と
す
る
若
者
世
代
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
お
い
て
、
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
地
域
で
の
「
支
え
合
い
・
見
守
り
・
助
け
合
い
」
の
取
り
組
み
が
、
年
々
大
き

く
育
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
何
を
す
る
に
も
人
の
力
が
一
番
大

事
で
あ
り
、
そ
の
方
々
と
私
ど
も
社
協
職
員
と
の
連
携
は
両
輪
で
あ
り
ま
す
。
当

協
議
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
地
区
担
当
制
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
陰
様

で
職
員
と
地
域
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
も
う
ま
く
進
み
、
課
題
・
相
談
に

対
し
て
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。「
困
っ
た
と
き
に
は
誰
か
に
助
け
て
も
ら
い
た
い
」
当
協
議
会
は
こ
の
想
い
に

し
っ
か
り
と
寄
り
添
い
、
共
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
地
域
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
行

政
・
関
係
機
関
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
皆
さ
ま
か
ら
、
さ
ら
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あけましておめでとうございます

 

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
窓
口

⑴�

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
々
が
抱
え
る
い
ろ
い
ろ

な
心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
（
電
話
、来
所
い
ず
れ
も
可
）。

⑵�

４
月
か
ら
社
会
福
祉
士
に
よ
る
「
認
知
症
相

談
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
認
知
症

に
関
連
す
る
初
期
段
階
に
お
け
る
問
題
の
整

理
や
家
族
・
介
護
者
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

 

よ
ろ
ず
相
談

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
９
時
～
17
時

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

 

専
門
相
談

　
左
記
の
と
お
り
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ
先

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
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０
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問
い
合
わ
せ
先

県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会

（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内  

新
潟
市
中
央
区
上
所
）

℡
０
２
５-
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５
６
０
９

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
・
相
談
窓
口

　
在
宅
や
福
祉
施
設
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
初
め
に
説
明
を
受
け
た
サ
ー

ビ
ス
と
違
っ
て
い
た
り
、
思
い
も
寄
ら
な
い
扱

い
を
受
け
た
り
し
て
不
満
や
苦
痛
を
感
じ
ら
れ

た
場
合
に
は
当
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
中
立
・
公
正
な
立
場
で
適
切
に
解
決
で
き
る

よ
う
相
談
や
助
言
な
ど
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

相談内容 相談時間 １月 ２月

認知症
相談

13：30～
16：30 21（木）

  4（木）
18（木）

法律相談 13：30～
16：00 25（月）

  1（月）
  8（月）
15（月）
22（月）
29（月）

不動産の鑑定・
利活用の相談

13：30～
16：00 27（水）

10（水）
24（水）

税金相談 相談日時は、その都度、
調整させて頂きます。

１月 ２月 ３月

25日（月）

  1日（月）
  8日（月）
15日（月）
22日（月）
29日（月）

  7日（月）
14日（月）
22日（火）
28日（月）

福祉センター
ほうづきの里

休館日のお知らせ

日常生活自立支援事業のごあんない 
～あんしん、おてつだい～

生活に不安をお持ちの高齢者や障がい者が安心して暮らせるお手伝いをします

どんな人が
利用できますか？

認知症の高齢者、知的障がい・精神障がいをお持ちの方等で、日常
生活を送るうえで、必要な福祉サービスの利用等について自分一人
の判断で行うのに不安のある方。

どんなお手伝いを
してくれますか？ 福祉サービス利用のお手伝い 日常的なお金の出し入れのお手伝い

大切な書類等のお預かり＋
プラス

利用するといくら
かかりますか？ 契

約
前

専門員による
訪問・相談・
支援計画作成

無料です。

契
約
後

生 活 支 援 員
に よ る 援 助

1回1時間まで1,000円
※1時間を超える場合は、30分ごとに400円をいただきます。
※この他生活支援員の交通費（実費）をいただきます。

※書類等の預かりサービスを利用される場合は、貸金庫の利用料（実費）をいただきます。

このようなことで困っていませんか？
　●福祉サービスの利用のしかたがわからない
　●役所から届く書類をどうしたらいいのかわからない
　●公共料金や医療費の支払い、銀行などでの払戻しがうまくできない
　●通帳やはんこ、大切な書類をよくなくしてしまう

ご相談・お問い合わせは 新発田市社会福祉協議会　日常生活自立支援事業担当　TEL 20-0022

１

２

３

１

２

３
タオルのご寄付を
お願いします

　現在、デイサービスでは、体を拭
くタオルが不足しています。新品に
限らず古いものでも構いません。
また、使わなくなった綿のTシャツ
やシーツ等も併せて募集していま
すので、ボラ
ンティアセン
ターまでご寄
付をお願いし
ます。

　地域で支え合いや見守りをテーマに活動する団体のネットワークづくりを目的に「地域支え合い団体の集い」を開催い
たします。「どんな活動があるのか」「どんな団体があるのか」など交流を通して、一緒に活動の楽しみや悩みを話しなが
ら情報交換しませんか？
　今回の集いでは、「見守りとネットワークづくり」がテーマです。さまざまな団体が出会い、つながり、その輪がさら
に広がっていくように、皆さまふるってご参加ください。

地域ふれあいプロジェクト

地域支え合い団体の集いを開催します

時 間 内 容
10:00 開会
10:05 式典
10:30 交流アクティビティ「アストラスト体験」

講演�「みんな地域で暮らしている
　　  暮らしているからつながるんだ‼」
　     NPO法人明日育 常務理事  
       長井 一浩 氏

12:00 昼食交流会     
13:00 市内活動団体の紹介
15:00 閉会

日　　時　平成 28年３月 12日（土）
　　　　　10：00～ 15：00
会　　場　月岡ニューホテル冠月 コンベンションホール
定　　員　200 名　※申し込みが必要です
参 加  費　お一人 １,800 円（昼食代含む）
申込締切　平成 28年２月 29日（月）
そ  の  他　市内各所からバス送迎あり
　　　　　入浴可（バス利用の場合は時間の関係で入浴できません）

　三重県松阪市社会福祉協議会で災害ボランティア支援を
はじめとする地域福祉活動全般に携わり、全国各地の災害
や防災のイベントにアドバイザーなどとして参画。
　退職後に市民参加型の地域づくりを進める明日育を立
ち上げる一方、障がい者就労支援、地域貢献、環境保全、
羽毛の安定供給などを結びつけた羽毛をリサイクルする
「Green Down Project」の代表理事にも就いている。長井 一浩　氏

講師プロフィール


